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研究成果の概要（和文）： 石見銀山領の村々（1863-4 年，69 村ほか）の宗門改帳などを用い

て人口・経済・文化の変化を明らかにする研究を行い,その結果，銀山およびたたら鉄山を中心

にして萌芽的な都市社会が生み出されていたこと,住民の過半を占める土地を持たない下層農

民は,雇用形態が奉公から日雇いなどに変化することによって家族を離れないで生活できるよ

うになり,このため出生率上昇がもたらされたことが推定され,このことが幕末から明治以後の

人口増加をもたらす有力な要因であるものと推測された。 

 
研究成果の概要（英文）：We conducted the study of the changes in the population, economy 

and culture at the last stage of Shogunate territory of Iwami using Shumon Aratame Cho 

and other material and we discovered that the rudimental urban society appeared 

centering around the silver mine and the iron refinery areas, and that the lowest class 

peasants, accounting for more than half of the inhabitants of the villages, underwent the 

change of employment status from servants to day laborers and that they could stay longer 

than before in their own family presumably resulting a higher fertility, which we infer one 

of the most important factors of the onset of the population growth of the territory. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)人口は社会の基本構造をなすものであり，
その動態の転換は社会の基本的な変化を意
味する。従来，日本の近代的人口転換（出生

率・死亡率の低下の開始）は 1920 年ごろと
されてきたが，より以前に起源を求める研究
も現れている。すでに江戸時代末期の人口は
多くの地域で停滞から増加へと転換し始め
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たが，それを引き起こしたメカニズムは未解
明であり，現段階では，その解明には各地域
のミクロな観察を重ねることが必要である。 

(2)石見銀山遺跡の世界遺産登録にむけた準
備に関わって,銀山周辺地域に関する調査研
究が進展していた。 

(3)島根大学付属図書館蔵の熊谷家文書中の
宗門改帳のデータベース化が進展し,研究に
利用できる段階に入りつつあった。 

 

２．研究の目的 

本研究では，石見銀山領の各村の人口増加
率の差は，主として出生率,死亡率，移動率の
どれによるものか，またその差を生み出す結
婚,家族構造およびその背後にある経済・社会
の差異とどのように関わっていたかを，銀山
および鑢製鉄という特徴ある産業を中心に，
商業・漁業など多くの異なる産業を持った
100 余りの村，人口 20-30 万の地域の範囲で
総合的に明らかにする。これによって近代人
口転換がどのような経済・社会変化と関わっ
て開始されたかを明らかにする 1 つの事例と
することができる。 

 

３．研究の方法 

(1)中心的な資料となる宗門改帳について,
その作成過程,用字,記載形式,家の構成原理,
寺檀関係,銀山・たたら・商店・漁師経営に
おける労務管理などについて各専門分野の
知識を持ち寄って研究した。 
(2)宗門改帳およびその他の資料を利用して
銀山およびたたら鉄山を中心とした地域社
会および地域人口の変化の実態と変化の要
因を研究した。 
４．研究成果 
(1)島根県内の宗門改帳を中心とした資料の
目録作成,翻刻を進め,島根大学所蔵の石見
銀山領の熊谷家文書内の宗門改帳を画像・文
字データとして電子ファイル化した。 
(2)浄土真宗門徒は予想に反して他宗門徒に
比べ有配偶出生率はやや低く，結婚率が高い
事実を確認し，出稼ぎなど経済活動の盛んな
真宗門徒を中心にして有配偶出生率の統制
を導いた可能性が考えられる。 
(3)幕末に各村に設けられた別株の制度によ
って家の機能を強化する政策が行われたこ
とは独立性を喪失した家の再興にわずかな
がら成果を挙げたことが示唆されることを
明らかにした。 
(4)持高階層とその家構成員の再生産率が比
例すること,その階層差は下層ほど奉公など
による転出率の高いことが重要な要因とな
っていることを明らかにし,奉公の減尐など
雇用形態の変化を通じて下層の家族生活が
より実質化し出生率が高まり人口増加がも
たらされたことが示唆されることを明らか
にした。 

(5)この地域に盛んなたたら製鉄と石見銀山
との関係は，従来ほとんど明らかにされてこ
なかったが，たたら製鉄に対して貸し付けを
行った金融業者は銀山を支配する大森代官
所からの拝借銀を利用しており，石見銀山と
たたら経営とは金融を通じてつながりを持
っていることを明らかにした。 
(6)たたら製鉄操業が 18世紀初頭に大量生産
体制が成立したことを田部家ほかいくつか
の鉄師について通年操業の確立期などによ
って資料的に裏付けた。また，鉄の出荷が 18
世紀半ばには大坂以外に北陸から越後，会津
にまで廻船によって流通市場を拡大したこ
とを明らかにした。 
(7)従来ほとんど明らかにされてこなかった
銀山領における買請米制度(年貢米の払い下
げ制度）が，銀山経営・銀山領支配において
重要な役割を果たしていたことを明らかに
した。 
(8)近世後期の石見銀山領のたたら製鉄は，
松江藩におけるたたら製鉄の生産量と量的
にほぼ同規模であり，熊谷家文書に含まれる
宗門人別帳に記載された山内規則からも山
内の労働者が不足していたことが読み取れ，
また，年齢の書かれていない家族も含まれ，
これらは通いの労働者であると推察され，鉄
山に通いの労働者を雇っていたものと推定
できる。 
(9)たたらの山内(従業員)は,他藩の鉄山と
交流するとともに,従来の説のように孤立し
たものではなく周辺農村と労働・婚姻などを
通じて交流をもっていたことを資料によっ
て裏付け,尐なからぬ経済社会的影響を与え
ていたことを推察した。 
(10)たたら製鉄の従業者の規模はまだ全面
的には明らかになっていないが，近世末から
近代初期にかけてのいくつかのたたら鉄山
の経営資料の研究から，石見地域の人口増加
にとって相当の影響を有する可能性が推察
された。 
(11)明治初年の漁業の技術の発展段階を示
す資料の発掘・解読により,動力導入以前の
前近代的漁業技術の到達点と村落間の利害
調整方法を分析し,初期的養殖技術の発生な
どを確認した。 
(12)宗門改帳に記載された名前の構造を分
析し,名前解読の技術的基礎を提示するとと
もに,加齢につれて増加・減尐する名辞と変
化しない名辞が存在することを明らかにし,
改名の存在と同時に名前の時代的変化を解
明する手がかりを得た。 
(13)小社・森神の明治初年における石見地域
の分布状況の資料により,銀山中心地域での
貨幣経済との結びつきの強い稲荷社の隆盛
と村落生活的な森神が皆無であることを確
認した。 
(14)宗門改における半檀家をめぐる争論が,



 

 

寺院を通じた宗教的住民把握が家族の持つ
宗教機能に依存するが故の矛盾であること
を具体的に解明し,宗教に依存しない近代的
住民把握が要請される基盤を明らかにした。 
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